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「武蔵村山市まちづくり条例」とは、まちづくりの基本理念、市民参加の仕組み、開発事業の手続及び基準な

どを定め、武蔵村山市の特性を生かした快適なまちづくりを行政や市民等が協働して行うことにより、住みがい

のある魅力的なまちづくりの推進に資することを目的とした条例で、平成 24 年 4 月 1 日から施行されました。

■ 新青梅街道沿道地区の概況 資料１－４

「武蔵村山市まちづくり条例」では、市民等による

自発的・主体的なまちづくり活動のツールとなるよ

う、一定地区におけるまちづくりの方針やルールを、

地区住民等で組織した「地区まちづくり協議会」で検

討し、地区住民等の合意形成を図ることにより、「地

区まちづくり計画」として市長に提案できる仕組みを

設けています。

新青梅街道沿道地区においては、この条例に基

づき、行政と沿道住民、市民等が協働して今後の

まちづくりの指針となる「新青梅街道沿道地区ま

ちづくり計画（案）」の検討・作成を行なってい

きます。

第 29 条 市長は、新青梅街道沿道地区（立川３・２・４号新青梅街道線及びその境界線から 30m の区域）に対し、

土地の適正かつ効果的な利用、その他まちの軸としての機能向上を図るための方針、基準等を定めた「新青

梅街道沿道地区まちづくり計画」を沿道住民や市民等との協働により定めるものとしています。

第 30 条 新青梅街道沿道地区まちづくり計画の決定や変更の手続き、計画区域内における建築行為等の届け出等に

ついては、第 23 条から第 27 条までの規定を準用するとしています。

第 31 条 新青梅街道沿道地区の区域内の土地を含む 200 ㎡以上、5,000 ㎡未満の土地の取引について、市長への届出

を義務づけるとともに、届出に対し、市長は、新青梅街道沿道地区まちづくり計画等に基づき、建築物等の

行為に対する指導を行うものとしています。

新青梅街道沿道地区まちづくりについて・・・・

武蔵村山市まちづくり条例とは・・・・

新青梅街道沿道地区まちづくり計画について

■武蔵村山市まちづくり条例の概要

「武蔵村山市まちづくり条例」では、「新青梅街道沿道地区」を重点的にまちづくりの推進を図るべき地区とし

て位置付け、地区に関するまちづくりの方針・計画を、市民等との協働により、「新青梅街道沿道地区まちづくり

計画」として定めることとしています。

＜参考＞新青梅街道地区まちづくりに関する条例の骨子（第29条～31条）

１．武蔵村山市まちづくり条例について



2

２．上位計画における位置づけ
（１） 新青梅街道の拡幅計画について

①新青梅街道の拡幅について

＜主な経緯＞

●平成 17 年 3 月幅員 18m から 30ｍに拡幅整備する都市計画変更

●平成 18 年 4 月：「多摩地域における都市計画道路の整備方針（第三次事業化計画）」の優先整備路線

（今後 10 年間で優先的に整備される路線）に選定

●都市計画事業の事業認可

・東大和市上北台一丁目～武蔵村山市神明四丁目までの約 1.1km の区間（平成 23年 12 月）

・西多摩郡瑞穂町の約 1.4km の区間（平成 24年 7 月）

■整備区間の道路標準断面

■新青梅街道整備区間

モノレールの導入空間となる立川３・２・４号新青梅街道線（以下、新青梅街道という）は、本市をはじめ、

多摩地域の東西方向の広域的な骨格幹線道路で、交通渋滞の解消に向け、平成 17年 3 月に幅員 18mか

ら 30ｍに拡幅整備する都市計画変更を行っています。

東京都では、上北台から箱根ヶ崎間約 6,7km について５つの区間に分割して整備することとしており、本

市では緑が丘から神明四丁目付近の一部区間が事業認可されています。

未着手区間事業認可区間（H24 年 7月）

②多摩地域における都市計画道路の整備方針（平成 18年 4月 東京都）

■新青梅街道の位置づけ

③環境軸ガイドライン（平成 19年６月 東京都）

「環境軸」とは、骨格となる都市施設（道路、公園、河川など）とその整備等を契機とした周辺まちづく

りの中で一体的に形成される広がりと厚みをもった豊かなみどり、オープンスペース、良好な景観な

ど、゛みどり豊かな都市空間ネットワーク゛のことで、「新青梅街道沿道地区」は東京都におけるモデル地

区として位置づけられています。

本計画（第三次事業化計画）において、新青梅街道は優先整備路線（今後 10年間で優先的に整備すべ

き路線）に位置づけられています。

新青梅街道（優先整備路線）

事業認可区間（H23 年 12 月）
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（３）武蔵村山市の上位計画

上位計画では、新青梅街道沿道及びモノレールの延伸に関して次のような位置づけがなされています。

① 武蔵村山市第四次長期総合計画（平成 23 年 2月）

【将来都市構造】

【まちづくりの方針】

■新青梅街道沿道まちづくりの推進

都市核やサブ核を有機的に結びつける都市軸として、市の骨格的な役割を果たす新青梅街道につい

て、拡幅整備の実施とあわせて、にぎわいと活力のある沿道市街地の形成に向けたまちづくり計画を

策定するとともに、緑豊かな快適都市空間の創出を目指す環境軸の整備を推進します。

■新青梅街道の早期拡幅整備の促進

多摩都市モノレールの導入空間となる新青梅街道の早期拡幅整備を引き続き東京都に要請します。

■多摩都市モノレール延伸の促進

多摩都市モノレール延伸（上北台～箱根ケ崎間）については、平成12年1月の運輸政策審議会答申を

受け、早期事業化に向け、東京都等の関係機関に強く要請していきます。

新青梅街道

■将来都市構造

都市核（本町・榎） サブ核（緑が丘）

サブ核（中原・岸）

残堀川

空堀川

山王の森公園

小伊勢の森公園

●都市軸：新青梅街道とその沿道（広域的なネットワークの強化、活力と賑わいのある沿道市街地の形成）

●都市核：本町・榎地区から日産自動車村山工場跡地周辺（魅力ある中心市街地の形成など）

●サブ核：緑が丘地区と中原・岸地区（商業サービス機能の集積など）

●緑の核：狭山丘陵、山王森公園、御伊勢の森公園等の都市公園

●緑の軸：新青梅街道沿道（環境軸）、（主）所沢武蔵村山立川線、八王子村山線、野山北公園自転車

道、残堀川自転車道、空堀川沿道など

●水の軸：残堀川、空堀川

（２）モノレール延伸計画について

多摩都市モノレールは、現在、多摩センター駅～立川駅～上北台駅（16km）が開業してモノレール

の延伸が想定される上北台から箱根ヶ崎間約 7km に関しては、平成 12 年の運輸政策審議会答申第

18 号において、2015 年（平成 27 年）までに整備着手することが適当である路線として位置づけられて

います。

№７

№６

№５

№４

№３

№２
№１

上北台駅

桜街道駅

玉川上水駅

玉川上水駅

武蔵砂川駅

西武立川駅

西武拝島線

箱根ヶ崎駅

東福生駅

八
高
線

横
田
基
地

狭山丘陵

狭山湖

多摩湖

新青
梅街

道

日産自動車株式会社
村山工場跡地利用

都市核地区

三ツ藤住宅

ｸﾞﾘｰﾝﾀｳﾝ
武蔵村山

西部地区

殿ヶ谷地区

箱根ヶ崎駅
西地区

大和基地跡地

都営村山団地

上北台駅周辺地区

武蔵村山市役所

：多摩都市モノレール延伸ルート及び駅
（駅位置は想定）

：面整備地区

立野一丁目地区

温泉健康施設

拝島駅

■多摩都市モノレール延伸ルートと沿線のまちづくり
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②武蔵村山市 都市計画マスタープラン（平成 16年 3月）

■まちづくり方針（地域別構想）

■ まちの骨格となる道路づくり

交通渋滞の解消、歩行空間の確保、植樹帯の設置などによる良好な沿道環境を創出するため、モノ

レールの導入空間として活用できる新青梅街道線の拡幅整備を東京都へ要請します。

■にぎわい・活力あるまちづくり（中心市街地の形成）

新青梅街道線沿道は、多摩都市モノレールの延伸にあわせて、沿道立地型の店舗を誘導するなど、

市民の生活を支える商業集積を図ります。

■市街地の特性に応じた住環境の形成

都市核地区土地区画整理地区内では、魅力的な都市型住宅の供給を誘導します。また、新青梅街

道沿道では、周辺住環境との調和に配慮した低層部分が店舗、中高層部分が集合住宅などの良好な

中高層住宅供給を誘導します。

■モノレールなど公共交通機関の充実

多摩都市モノレールの早期実現、新駅へのアクセス道路の整備、バス交通の充実を図ります。
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３．新青梅街道沿道地区の概況

（１）新青梅街道沿道地区の広域的な位置

＜計画対象区間＞
まちづくり計画の対象となる「新青梅街道沿道地区」は、次図に示す市内約 4.6km 区間の沿道

地区です。

新青梅街道沿道地区

武蔵村山市

＜周辺条件＞
●新青梅街道は、新宿区と瑞穂町箱根ヶ崎を結び、多摩地域の東西方向の広域的な骨格幹線道路として

位置づけられ、周辺では国道 16 号に接続しています。

●武蔵村山市は、西は瑞穂町、南は立川市、東は東大和市、さらに北部は狭山丘陵をはさんで埼玉県所

沢市に隣接しています。

●市を象徴する狭山丘陵には多摩湖や狭山湖、野山北・六道山公園、野山北公園などがあり自然環境に

恵まれています。

●道路は古くから発達し、青梅街道、新青梅街道、江戸街道などが主要道路として市内を走っています。
■新青梅街道沿道地区の位置
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■土地利用の現況

（２）土地利用の特色

●青梅街道周辺は、古くから形成された住宅市街地となっており、市役所周辺には、本市の主要な公共公益施設が集積し

ている。

●新青梅街道沿道部は、沿道サービス系の商業業務施設が多く立地しているが、まだ、畑地や樹園地、低未利用地なども

多くみられる。

●青梅街道と新青梅街道に挟まれた区域や新青梅街道南側は市街化が進んでいるものの、畑地や樹林地等が多く残されて

いる。

●新青梅街道南側には、都営村山団地、三ツ藤住宅、グリーンタウン武蔵村山などの大規模住宅団地をはじめ、東京経済

大学、村山医療センター、都立武蔵村山高校などの施設が立地している。

新青梅街道

主要道路

河川・水路

行政界

官公庁施設

教育文化施設

厚生医療施設

供給処理施設

事務所建築物

専用商業施設

住商併用施設

宿泊・遊興施設

スポーツ興行施設

独立住宅

集合住宅

専用工場

住居併用工場

倉庫運輸関係施設

農林漁業施設

屋外利用地・仮設建物

その他

公園、運動場等

未利用地等

道路

鉄道・港湾

田

畑

樹園地

採草放牧地

水面・河川・水路

原野

森林

凡 例
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■都市計画の指定状況

（３）都市計画の状況

①用途地域
●沿道部は、都市核地区が近隣商業地域（建ぺい率 80%、容積率 200%、準防火地域）を除く大部分が

第１種住居地域（建ぺい率 60%、容積率 200%）に指定されている。

●周辺は大部分が第１種低層住居専用地域（建ぺい率 40%・30%、容積率 80%・60%）に指定されている。

②都市計画道路の整備状況
●立 3.2.4 新青梅街道線（計画幅員 30m、現況幅員 18m で整備済み）

●新青梅街道に交差する以下の都市計画道路は、概ね整備済み、又は概成済み

（薬師通り線、松中残堀線、八王子村山線、武蔵砂川駅榎線、中砂新道線、オカネ塚線）

③都市計画施設
●都市計画公園（山王森公園(7.1ha)、御伊勢の森公園(3.3ha)、峰公園(1.0ha)など）

※北部の狭山丘陵は「狭山近郊緑地保全区域」に指定され、都市計画公園や緑地となっている。

●都市計画河川（残堀川、空堀川）

④市街地整備
●都市核地区土地区画整理事業（面積 30.9ha、事業中）

⑤地区計画
●都市核地区（本町一丁目及び榎三丁目、面積 30.9ha）※全域が地区整備計画区域に指定

計画

整備済

整備中

その他都道



8

■沿道環境及び主要施設の分布状況（１）～西地域

（４）沿道環境及び主要施設の分布状況

①主な環境資源
●公園・広場

（山王森公園(一部)、御伊勢の森公園(一部)、三ツ木地域運動場、雷塚公園、オカネ塚公園など）

●野山北公園自転車道（軽便鉄道廃線跡）

●水辺環境（残堀川及び親水公園、空堀川、横丁川、久保の川など）

●歴史資源（三本榎、御伊勢の森神明社など）

●周辺の主な環境資源（狭山丘陵、青梅街道の古道と社寺等の歴史資源、里山や古民家など）

新青梅街道

主要幹線道路

行政界

地域幹線道路

主要生活道路

自転車道

市内循環バス

立川バス

< バス路線 >

都バス

西武バス

公園・緑地

主要な公共施設

河川・水路

社寺

住宅団地

大規模商業施設
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■沿道環境及び主要施設の分布状況（２）～東地域

②交通環境
●新青梅街道に関わる主な幹線道路

（青梅街道、薬師通り線、松中残堀線、八王子村山線、武蔵砂川駅榎線、中砂新道線、オカネ塚線）

●バス路線

・バス路線は青梅街道及び南北方向の幹線道路を中心に運行しており、立川駅、昭島駅、上北台駅、

玉川上水駅、武蔵砂川駅方面を連絡している。

（市内循環バス（MM シャトル）、立川バス、都バス、西武バス）

③主な公共公益施設
●行政文化施設（市役所、市民総合センター、市民会館など）

●教育施設

・小学校（第一小学校、第二小学校、第九小学校、第十小学校、雷塚小学校、第八小学校）

・中学校（第一中学校、第五中学校 ）

・高等教育機関（東京経済大学、都立武蔵村山高校）

●その他

・医療機関（村山医療センター）

・大規模商業施設（イオンモールなど）

新青梅街道

主要幹線道路

行政界

地域幹線道路

主要生活道路

自転車道

市内循環バス

立川バス

< バス路線 >

都バス

西武バス

公園・緑地

主要な公共施設

河川・水路

社寺

住宅団地

大規模商業施設


